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東京聖栄大学健康栄養学部管理栄養学科給食経営管理研
究室の風見公子と申します。本日は、給与栄養目標量の立
て方と実際に作成された献立の評価方法についてご説明い
たします。よろしくお願いします。上記の数字は、スライ
ドの番号です。



児童福祉施設における「食事摂取基準」
を活用した食事計画の基本的考え方
(1)子どもの性、年齢、発育・発達状況、栄養状態、生活状況等を把握・
評価し、提供することが適当なエネルギー及び栄養素の量（以下給与
栄養量」と言う。）の目標を設定するように努めること。なお、給与
栄養量の目標は、子どもの発育・発達状況、栄養状態等の状況を踏ま
え、定期的に見直すように努めること。

(2)エネルギー摂取量の計画に当たっては、参考として示される推定エネ
ルギー必要量を用いても差し支えないが、健全な発育・発達を促すた
めに必要なエネルギー量を摂取することが基本となることから、定期
的に身長及び体重を計測し、成長曲線に照らし合わせるなど、個々人
の成長の程度を観察し、評価すること。
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(3)たんぱく質、脂質、炭水化物の総エネルギーに占める割合（エネル
ギー産生栄養素バランス）については、三大栄養素が適正な割合に
よって構成されることが求められることから、たんぱく質については、
13～20％、脂質については20～30％、炭水化物については、50～
60％の範囲を目安にすること。

(4)1日のうち特定の食事（例えば昼食）を提供する場合は、対象となる
子どもの生活状況や栄養摂取状況を把握、評価した上で、1日全体の
食事に占める特定の食事から摂取することが適当とされる給与栄養量
の割合を勘案し、その目標を設定するよう努めること。
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児童福祉施設における「食事摂取基準」
を活用した食事計画の基本的考え方



児童福祉施設における「食事摂取基準」
を活用した食事計画の基本的考え方

(5)給与栄養量が確保できるように、献立作成を行うこと。

(6)献立作成に当たっては、季節感や地域性等を考慮し、品質が良く、
幅広い種類の食品を取り入れるように努めること。また、子どもの
咀嚼や嚥下機能、食具使用の発達状況等を観察し、その発達を促す
ことができるよう、食品の種類や調理方法に配慮するとともに、子
どもの食に関する嗜好や体験が広がりかつ深まるよう、多様な食品
や料理の組み合わせにも配慮すること、また、特に、小規模グルー
プケアやグループホーム化を実施している児童養護施設や乳児院に
おいては留意すること。
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資料）平成27年3月31日雇児母0331第1号厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長
通知「児童福祉施設における「食事摂取基準」を活用した食事計画について」



保育所給食の区分
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3歳未満児食
離乳食

調乳

3歳以上児食

1～2歳児食

必要に応じて個人対応をする。
給与栄養目標量は3歳以上児食と
1～2歳児食について立てる。



食事摂取基準を活用した食事計画
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令和2年4月から「日本人の食事摂取基準（2020年版）」が適用される
こととなった。各給食における食育や給食の計画に沿いながら、以下
の点に留意して具体的な食事計画を立てる。
「食事摂取基準」は、エネルギーについて「推定エネルギー必要量」、
栄養素について「推定平均必要量」「推奨量」「目安量」「耐用上限
量」「目標量」といった複数の設定指標により構成されている。各栄
養素及び指標の特徴を十分理解して、適当な指標を用いる必要がある
ため注意が必要である。



実態把握のアセスメント
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具体的な
方法１

身体計測や食事状況調査等から得たデータに基づいて、園児の状況を
分析し、特性を把握する。

１．園児の性別、年齢（月齢）
２．園児の身長、体重

◎肥満ややせの状況を把握したり、各個人の成長曲線の推移を
みることが望ましい。

３．遊びの様子や体の動かし方などの活動量
４．家庭での食事内容や生活時間等
５．生育歴や個別に配慮すべき事項（食物アレルギーの有無、疾病や

障がいの有無を含む）



成長の確認、肥満や痩せの判定方法

成長曲線とは乳幼児の身長や体重等の発育の経過を
確認するためのグラフ
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これらの結果は、通常の保育の中で測定されたものを利
用しましょう。保育士さんに確認を取りましょう。



肥満度は幼児の身長体重曲線を
用いて判定する。
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これらの結果
からのみ判断す
るのではなく、
気になる点があ
る場合は医師に
相談しましょう。

https://www.niph.go.jp/soshiki/07shougai/hatsuiku/in
dex.files/youjihimanhantei.xlsm

ここを開くと
簡易ソフトが
あります。
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肥満の子どもが多かったら食事の量は増
やすべきか？
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給与栄養目標量の設定方法
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具体的な
方法２

まず、0歳児は成長・発達の個人差が大きいので個人対応
を基本とするので、一人ひとりで離乳食を進めて行く。
よって、給与栄養目標量は1～2歳児、3～5歳児の区分で
設定されることが多い。
設定にあたっては、「日本人の食事摂取基準」を用いる。

今日のお話を聞いてもわ
からない人は、スライド
34、35をご利用下さい。
また、56もご覧ください。



計算をした時は、位を間違わないように
しましょう。
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(㎍RAE)
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成長期である
幼児・乳児で
は、自己の成
長に必要な組
織増加分に相
当するエネル
ギー（エネル
ギー蓄積量）
が必要です。

①

②

2020年版
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数値も丸め
ましょう！
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例えば、No.1の幼児は、15.3×54.8×1.45+10＝1225.738 1226を丸めて1200kcalとなる。

４歳児男子
だけではな
く、他の年
齢の男女そ
れぞれ計算
してくださ
い！
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21

2020年版
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23

スライド30
で計算して
います。
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保育所における給与栄養目標量の具体的な設
定方法（例示・スライド36）とそのポイント
1～2歳児は、1日の給与栄養量の50％、3～5歳児は45％とした。

①推定エネルギー必要量は、最大値を参考に設定（1～2歳児950kcal,
3～5歳児1,300kcal).

②たんぱく質は13～20%エネルギーを適用し、重量(g)換算して1～2
歳児は31～48g、3～5歳児は43～65gを参考に設定。

③脂質は20～30％エネルギーを適用し、重量(g)換算して1～2歳児は
22～32g、3～5歳児は29～44gを参考に設定。

④炭水化物は50～65％エネルギーを適用し、重量(g)換算して1～2歳
児は119～155g、3～5歳児は163～212gを参考に設定。

⑤食物繊維は1～2歳児、 3～5歳児ともに7～8g/1,000kcalを適用。
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⑥その他の栄養素は推奨量の最大値を参考に設定。

⑦食塩摂取量は、目標量を参考に設定。

⑧個人別推定平均必要量を算出（個別体重使用）し、その平均値及び
最大値と最小値を求め、その結果により、推定平均必要量の最大値を
給与栄養目標量に適用したことが妥当かの確認。

⑨個々人の推定エネルギー必要量の差(最大値－最小値）を確認すると、
1～2歳で395kcal(男子)、588kcal(女子)、3～5歳では763kcal (男子) 、
742kcal (女子)であり、個人差が大きいことからも、個々人の食事量
に十分な配慮が必要（スライド36参照）。
⑩体格の判定に際してカウプ指数を使用。併せて身体計測値を成長曲
線に記録しながら、その曲線の伸びに注意し、肥満・やせが気になる
場合については継続した指導が必要。乳幼児身体発育評価マニュアル
（平成23年度厚生労働科学研究費補助金）を参考とする。
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たんぱく質(g)

推定エネルギー必要量（kcal)

推定エネルギー必要量は、最大値を参考に設定（1～2歳児950kcal,3～5歳児
1,300kcal).

たんぱく質は13～20%エネルギーを適用し、重量(g)換算して1～2歳児は31～
48g、3～5歳児は43～65gを参考に設定。
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脂質の％エネルギー(%)

食物繊維総量(g)

脂質は20～30％エネルギーを適用し、重量(g)換算して1～2歳児は22～32g、
3～5歳児は29～44gを参考に設定。

食物繊維は1～2歳児、 3～5歳児とも
に7～8g/1,000kcalを適用。
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エネルギー産生栄養素バランス
(%)

ビタミンA(㎍RAE)

炭水化物は50～65％エネルギーを適用し、重量(g)換算して1～2歳児は119～
155g、3～5歳児は163～212gを参考に設定。

推奨量の最大値を参考に設定。
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例えば、1300kcalの場合、
たんぱく質 1300×13÷100÷4=42.25 数値を丸めて42ｇ

1300×20÷100÷4＝65 そのまま65ｇ
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ビタミンB1(㎎)

ビタミンB2(㎎)

推奨量の
最大値を
参考に設
定。
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ビタミンC(㎎)

ナトリウム(食塩相当量(g))

推奨量の
最大値を
参考に設
定。

食塩相当量
は、目標量
を参考に設
定。
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カルシウム(㎎)

鉄(㎎)

推奨量の
最大値を
参考に設
定。
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エネル
ギー

たんぱ
く質

脂質 炭水化物
食物繊
維

ビタミン
A

ビタミ

ンB1

ビタミ

ンB２

ビタミ
ンC

カルシ
ウム

鉄
食塩相
当量

(kcal) (g) (g) (g) (g) （㎍RAE) （㎎） （㎎） （㎎） （㎎） （㎎） (g)

食事摂取基準
(A)(1日当たり）

950 31～48 22～32 119～155 7 400 0.5 0.6 40 450 4.5 3.0

昼食+おやつの
比率(B)

50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50%

1食（昼食）の給
与栄養目標量
(C=A×B/100)

475 16～24 11～16 60～78 3.5 200 0.25 0.30 20 225 2.3 1.5

保育所における
給与栄養目標量
(Cを丸めた値）

480 20 14 70 4 200 0.25 0.30 20 225 2.3 1.5

昼食及び午前・午後のおやつで1日の給与栄養量の50％を給与することを前提とした。

１～２歳児の給与栄養目標量（男子）ある特定給食施設の例示
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エネル
ギー

たんぱ
く質

脂質 炭水化物
食物繊
維

ビタミン
A

ビタミ

ンB1

ビタミ

ンB２

ビタミ
ンC

カルシ
ウム

鉄
食塩相
当量

(kcal) (g) (g) (g) (g) （㎍RAE) （㎎） （㎎） （㎎） （㎎） （㎎） (g)
食事摂取基準
(A)(1日当たり）

1,300 43～65 29～44 163～212 8 500 0.7 0.8 50 600 5.5 3.5

昼食+おやつの
比率(B)

45% 45% 45% 45% 45% 45% 45% 45% 45% 45% 45% 45%

1食（昼食）の給
与栄養目標量
(C=A×B/100)

585 20～29 13～20 74～96 3.6 225 0.32 0.36 23 270 2.5 1.5

家庭から持参す
る米飯110gの栄
養量(D)

185 4 0 40 0.3 0 0.02 0.01 0 3 0.1 0

E=C-D 400 16～25 13～20 34～56 3.3 225 0.30 0.35 23 267 2.4 1.5
保育所における
給与栄養目標量
(Eを丸めた値）

499 22 17 45 4 225 0.30 0.35 23 267 2.4 1.5

昼食（主菜は家庭より持参）及び午前・午後のおやつで1日の給与栄養目標量の45％を給与することを前提とした。

家庭から持参する主食量は、主食調査結果（過去5年間の平均105ｇから110ｇとした。

３～５歳児の給与栄養目標量（男子）ある特定給食施設の例示



年齢
・
性別 (最大） （最小） (最大） （最小） (最大） （最小） (最大） （最小）

　0歳 8
78.5 67.3 9.7 6.9 19.8 15.2 772 541

1～2歳・男子 15
90.6 74.6 14.0 9.2 21.3 14.9 1,173 778

　　　　　　女子 18
93.5 71.5 16.4 9.1 19.5 15.2 1,337 749

3～5歳・男子 37
120.5 92.1 22.8 13.2 17.9 13.4 1,822 1,059

　　　　　　女子 20
117.8 91.2 22.4 12.6 17.4 13.3 1,706 964

0歳の推定エネルギー必要量は、人工乳栄養として算出した。

カウプ指数は体重（g）/身長（㎝））
2
×１０

16.9

17.3

15.6

15.3

1,008

982

1,329

1,297

84.1

83.3

102.9

105.3

12.0

12.0

16.6

17.0

平均
カウプ指数 推定エネルギー必要量（kcal)

71.8 9.0 17.4 714

人数
（人）

身長（㎝）
平均

体重（㎏）
平均 平均
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ある特定の保育所における園児の特性の内訳（例示）

・個人別推定平均必要量を算出（個別体重使用）し、その平均値及び最大値と最小値を求め、その
結果により、推定平均必要量の最大値を給与栄養目標量に適用したことが妥当かの確認。
・個々人の推定エネルギー必要量の差(最大値－最小値）を確認すると、1～2歳で395kcal(男子)、
588kcal(女子)、3～5歳では763kcal (男子) 、742kcal (女子)であり、個人差が大きいことからも、
個々人の食事量に十分な配慮が必要
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75

参考

食事は毎日の積み重ねです。子ども達に丁度良い量の
給食を提供しましょう。



給与栄養目標量は、子ども達の成長・発達
や摂食状況に合わせて変更してください。
給与栄養目標量は、「一度
決めたら終わり」では、あ
りません。子どもの健全な
発育・発達を目指し、子ど
もの身体活動等を含めた生
活状況や、子どもの栄養状
態、摂食量、残食量等の把
握により、給与栄養量の目
標の達成度を評価し、その
後の食事計画の改善に努め
ること。 38

私たちをよく観
察してよりよい
食事計画を立て
てください！

児童福祉施設における食事計画の実施上の留意点①



給食の評価はどのようにすべきでしょうか？

1.エネルギー及び栄養素の摂取状況
給与栄養目標量と比較をする。

・エネルギー産生栄養素バランスは、範囲の中に入れる。

・カルシウム、鉄、ビタミンＡ、ビタミンB1、B2、

ビタミンＣ、食物繊維は給与栄養目標量以上を目指す。

（耐容上限量以上になることは通常はないので。）

・食塩相当量のみ給与栄養目標量未満とする。

1日の中で凸凹があっても栄養素があったとしても、
1週間、1ヶ月ので範囲の中、平均値以上、未満になれば良いと思います。
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56をご覧ください。食塩
相当量は1日の43%

に暫定値はなっています。



特に気になる栄養素は食塩です！
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小児において食塩の過剰摂取は血圧上昇に関与する可能性が指摘されています。ま
た、新生児期からの減塩は、長期的に見て血圧上昇を抑制する可能性があることも
報告されています。また、正しい味覚を持つためにも、薄味にすることを保護者に
もお勧めしています。ご自分の施設の食塩（食塩相当量）は何ｇでしょうか？
今年1年の目標を食塩に置かれる園があっても良いかと思います。



給食の評価はどのようにすべきでしょうか？
２.食品群別摂取量
比較的主菜は、肉類が多くなりがちです。魚介類の頻度はいかがでしょう
か？（もちろん、魚介類は費用もかかりますので、それも考慮するのは当然
です！）

大豆製品の頻度もどうでしょうか？

いも類、果物類はどうですか？

いろいろな食品群をまんべんなく使用していますか？

いろいろな食材を使用していますか？

今一度確認してみてください。
41



もう一度確認してみましょう。野菜の量！
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家庭でも不足しがちな野菜を園でしっかりと摂りましょう。
本当に沢山野菜を摂取できている園もあり、素晴らしいなと思います。
不足している園は、是非、今年の目標として80ｇを上まるように頑張って
みてください！！



給食の評価はどのようにすべきでしょうか？
３.残食量の調査
いくら、給与栄養目標量を守って食事を作ったとしても、園児がそれをしっ
かりと食べてくれていなければ、必要な栄養素を摂取したと言えません。

残食量調査を実施してください。

上に書いていることと反するのですが、

教育的配慮も必要です。幼児は「食べず嫌い」も

多く見受けられます。何度も繰り返し食事として

提供することで、「食べられるようになる」こともあります。

「何故、残しているのか？」の理由を考えてみましょう。
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給食の評価はどのようにすべきでしょうか？
3.身体発育や栄養状態の評価
成長曲線やカウプ指数から判断してください。

大きく逸脱している場合は、その原因が何故か、原因を探ってみましょう。

同時期に多くの園児に見られる場合は給食に原因がある場合もあります。

4.主観的な評価
「嫌いな野菜が食べられるようになった！」

「しっかりと噛んで食べられるようになった！」

「残さず食べられるようになった！」

等の生の声を保護者や園児から集めてみましょう！

直接聞く機会が少ない場合は、簡単なアンケートを保護者

にお願いするのも良いと思います！
44



調理職員だけではなく、多くの目でより良い
食事計画が出来るように情報を共有しましょう。

献立作成、調理、盛りつけ・
配膳、喫食等各場面を通して
関係する職員が多岐にわたる
ことから、定期的に施設長を
含む関係職員による情報の共
有を図り、食事の計画・評価
を行うこと。

45

児童福祉施設における食事計画の実施上の留意点②



特別な食育だけではなく、生きた教材である
日々の給食の中で食育をしていきましょう。
日々提供される食事が子どもの心身の健全育成にとって重要であることを鑑み、
施設や子どもの特性に応じて、将来を見据えた食を通じた自立支援にもつながる
「食育」の実践に努めること

46

特別な食育をすることも
大切ですが、日々の給食
の中で声がけすることが
とても大切です。

児童福祉施設における食事計画の実施上の留意点③



衛生的に安全な食事を提供することが最も大切
です。今一度抜けがないか考えてみましょう。

食事の提供に係る業務が衛生
的かつ安全に行われるよう、
食事の提供に関係する職員の
健康診断および定期検便、食
品の衛生的取扱い並びに消毒
等保健衛生に万全に期し、食
中毒や感染症の発生防止に努
めること。

47

児童福祉施設における食事計画の実施上の留意点④



給食の役割とは

48

給食は単にエネルギーや栄養素を子どもたちに合わせて
充足させればよいだけではなく、発育・発達のための役
割、食事を通じた教育的な役割、保護者支援の役割と大
きな意義を持っています。楽しく食べる子どもは私の調
査においても、食欲があり、よく噛んで食べている等、
良い結果が出ています。食事が楽しく食べられるように、
園と保護者が協力して、子ども達の生活状況や食事の様
子をよく観察し、今以上によりよくしていきましょう。
そして、教育的な役割として、日々の給食を食育の教材
としてもっと活用していきましょう。



児童福祉施設における食事の提供ガイドの改定に向けた検討について

49

「児童福祉施設における食事の提供ガ
イド」（平成22年３月）
・児童福祉施設における食事の提供及
び栄養管理の実践にあたっての考え方
の例を示すもの
・食事の提供についての実務を担当す
る者を対象

「保育所における食事の提供ガイドライ
ン」（平成24年３月）

・保育所における食事の提供の形態に関
する現状と課題を明らかにすることなど
を目的

・保育所の食事の運営に関わる幅広い者
を対象

・10年以上経過
・成育基本法（平成30年法律第104号の制定

2つのガイドを統合し、よりわかりやすい内容となるよう全体を見直し
「児童福祉施設等における食事の提供ガイド」に改定へ（たぶん、もう少しで出る予定）

食事の提供の実務を担当する、管理栄養士・栄養士、調理員のみならず、施設長をはじ
めとする職員で「児童福祉施設における食事の提供ガイド」を理解し、活用・実践する



児童福祉施設における食事提供のPDCAの構造

50

こどもの状態を
把握し、各職員
間で連携・協働
しながら、より
適切な食事提供
に向けて改善を
図れるよう、計
画・実施・評
価・改善の

PDCA サイクル
を回していくこ
とが重要です!

第 36 回日本給食経営管理学会研修会



アセスメント

51

第 36 回日本給食経営管理学会研修会

保育園で
したら、
年に２～
３度確認
をしてみ
ましょう。



保育所における栄養素等の摂取の過不足の確認の例

身長と体重からエネルギーの過不足を確認

・身長と体重の継続的な測定と発育曲線を活用して、成
長に見合った栄養補給ができているかを確認

・食物アレルギーの有無の確認

施設での食事の食べ方の把握（食べる量、摂食機能、嗜
好など）

・家庭での食事状況の情報の入手

52
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保育園児の保育園以外の食事量を調べる
ことが可能か？

53

風見は、給食経営管理関係
の授業を教えていますが、
研究は、アスリートと幼児
の食生活を研究しています。
それで、どのような食事を
食べているか確認するのに
アンケートを使用していま
す。どんな食品を食べてい
るか？食事の頻度調査をし
ています。１食、１日、週
に何回、月に何回という頻
度で確認をしています。

風見作成アンケート抜粋



アセスメントの項目の例

54
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食事提供のアセスメントと評価の例

55

この研究に関わ
られた女子栄養
大学の石田教授
は、この表がま
とまったことが
大きい成果と言
われました。集
団にすべきこと、
個人にすべきこ
としっかりとま
とまっているの
で、よく見てく
ださい。

第 36 回日本給食経営管理学会研修会



給与栄養目標量

優先順位を考える
✔エネルギーの確保
✔たんぱく質等、エネルギー産生栄養素のバランス
✔ビタミンA、ビタミンB1、ビタミンB2、ビタミンC
✔カルシウム、鉄、食塩相当量
✔食物繊維
・食事摂取状況のアセスメントをし、食事摂取基準と
の隔たりの大きい栄養素に着目する
・食事摂取基準における指標の適切な理解が重要

56
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暫定値が出されています。
今日お話ししたように施設
別に、個人を見て、給与栄
養目標量を出すことが大切
です。しかしながら、どう
しても出来ない時はここの
数値を使用しても良いと思
います。
この数値は食べる直前のも
ので計算されていますので、
食材料が生の場合で計算す
るときはより高めの数値に
する必要があります。

第 36 回日本給食経営管理学会研修会

給与栄養量目標量
の目安量
３～５歳児
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お疲れ様でした。ご覧になっていただきありがとうございました。
もうすぐ、「児童福祉施設における食事の提供ガイド」が改訂され
ます。沢山の事例が報告されていますので、是非ご覧になってくだ
さい。年度初めのため、お忙しいと思いますが、お身体お気をつけ
ください。風見公子


